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東 邦 大 学 医 療 セ ン タ ー 佐 倉 病 院

患者の権利

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます
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基 本 理 念

●質の高い医療を安全に提供する病院

●地域に貢献する病院

●人間愛を共有する病院

●楽しく明るくチャレンジする病院

●良き医療人を育成する病院

～ 患 者 さ ん と 病 院 を 結 ぶ 情 報 誌 ～

　皆さんの中には、お薬を継続して飲んでいる方が、
いらっしゃるのではないでしょうか。そして、もしも
手術が必要となった時、飲んでいるお薬が手術に影響
するのではと心配になるかも知れません。それも当然
のことです。例えば、血液をサラサラにする薬を飲ん
でいると、手術後に出血が止まりにくくなる可能性が
ありますし、薬の中には長く安静にしていることで血
栓が出来やすくなるものや傷口の治りが遅くなるもの
もあります。病院・クリニックで処方された薬のほ
か、市販薬やサプリメントの中にも血液をサラサラに
する成分が含まれていることがあります。このような
薬は、手術前にあらかじめ中止する場合があります。
　当院では、安全に手術を受けていただくために、医
師が薬剤師による薬の確認が必要と判断した患者さん
を対象に、薬剤師が入院前に患者さんと面談し、普段
飲んでいる薬やサプリメントを確認しています。手術
前の中止が必要な場合、薬剤師から医師に報告しま
す。さらに事前に薬剤アレルギーの有無を確認し、医
療スタッフと情報共有することにより、安全な薬物治
療の実施につとめています。

　薬剤師術前外来に来られる時には、お薬手帳やお薬
の説明用紙など、今飲んでいるお薬が記載されたもの
を持って、⑧薬局カウンターの隣にある薬剤師術前外
来においでください。
　なお、薬により中止する期間が異なります。医師
は、手術を受ける患者さんの体の負担や出血の程度、
薬を中止することによるリスクを考えて、薬の中止期
間を決めています。
　決して、自己判断で薬を中止せず、医師の指示に従
うようにしてください。

　当院は、本年9月に開院30周年を迎えました。この
間、病院が無事に発展できました事、教職員の努力はも
ちろんですが、日頃より病院への温かいご支援を頂いて
います地域の皆様や周辺医療機関をはじめ多くの方々の
ご協力の賜物と心より感謝申し上げます。
　振り返ってみますと、最近の10年間だけでも放射線
治療棟の建築・透析室の拡張・ロボット支援手術などの
新規診療技術導入といった診療体制の充実を着々と進め
る事ができました。現在は、地域医療支援病院・がん診
療連携協力病院・災害拠点病院などとして地域に根付
き、そして地域に貢献している病院になっているものと
自負しております。
　さて新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影
響は、ワクチン接種が進んでおりますが、新たな「デル
タ株」などの登場もあって、まだ完全な収束への道のり
（ウィズコロナ）はしばらくかかりそうです。当院は、
新型コロナウイルスに対する重点医療機関Ａとして対応
していますが、幸い教職員の努力によって、クラスター
が発生することもなく対応できております。また地域中
核病院として通常診療の継続にも、多職種にわたる教職
員が懸命に取り組んでくれています。
　ウィズコロナの中、本年2月には、2日間にわたって

日本医療機能評価機構の訪問審査を受けました。89項
目にわたる病院の様々な機能（例えば、患者さんの利便
性やプライバシーの確保、感染防止対策、医療機器や薬
剤の安全使用など）のうち86項目（97％）でA評価以
上という非常に高い評価を頂き、更新認定を受ける事が
できました。このように第三者機関からも客観的に優れ
た病院機能が認められていますので、是非安心して当院
に受診頂ければと存じます。
　今後もアフターコロナを見据えた病院機能のさらなる
充実に取り組んで参りたいと考えております。2022年
6月には、吉田友英病院長がご尽力された改修工事、ハ
イケアユニット（HCU）の増設と手術室の増室が完成す
る予定です。これによって、患者さんへより高度な医療
の提供が可能となり、また手術をお待ち頂く期間が短縮
できると期待されます。
　最後になりますが、シェークスピアの『マクベス』に
出てくる、「明けない夜はない」という言葉の通り、
ウィズコロナからアフターコロナへ必ず時代は移り変
わっていきます。私どもも、医療情勢や社会情勢に柔軟
に対応しながら、明日へ繋がるように日々努力して参り
ます。皆様のより一層のご支援どうぞよろしくお願いい
たします。

東邦大学医療センター佐倉病院　副院長（管理・業務改善担当）　鈴木 啓悦
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外来受診のご案内 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■開扉時間　8：10

■受付時間　初診 8：30～11：00　再診 8：30～11：00
　　　　　　※一部診療科では午後の受付となる場合があります

■休 診 日　日曜日・祝祭日・第3土曜／創立記念日（6月10日）
　　　　　　年末年始（12月29日～1月3日）

■代表電話番号　043-462-8811
　予約変更専用　043-462-0489（平日14時～16時）

■健康保険証（原本）、その他の公費負担受給者証（原本）を必ず
　ご持参下さい。

■各科外来担当医はホームページ
　http://www.sakura.med.toho-u.ac.jp　をご覧ください。

　この原稿の執筆の最中である8月2日は、
56＋1年ぶりの東京オリンピック・パラリン
ピックが開催されております。賛否両論ある
なか、日本勢の躍進がコロナ関連の報道で影
を落とす中のポジティブな話題となり案外良
かったのかなと自分は思っています。コロナ
感染症予防については新しい生活様式や様々
な活動自粛が求められ日々の過ごし方や勉
学・仕事の仕方について悩んでいる方も多い
と思います。正確な情報なのかを再確認する
ことで、いわゆる不適切な情報に振り回され
ることなく、自分自身のストレスや不安を少
しでも減らして生活を送っていくのが良いと
思っています。 （内科　舘野）

お見舞いについて 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■面会時間　
平　　　日 15：00～19：00

土・日・祝日
創立記念日
年 末 年 始

11：00～19：00
  （2階西病棟13：00～19：00）

   （制限中）

　　防災センターで面会手続きの上、お見舞いカードを装着して
　お入り下さい。
　　時間内での面会が無理な場合は看護師にご相談下さい。状況
　に応じ時間外面会許可証を発行いたします。

― 編集後記 ―

薬剤師術前外来の紹介
薬剤部　佐野 君芳

佐倉病院は開院30周年を迎えました
～ウィズコロナからアフターコロナへ～

薬剤師術前外来担当者
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　2020年はコロナの年で、佐倉病院公開講座は1年間の
休止をいたしました。2021年3月27日から、WEB公開
講座「歩行障害と共に歩む～予防と治療ケアLuctor et
Emergo」として復活し、本年度第2回目の講座が、7月31日
病院3階会議室にて、てん
かんをテーマにしてWEB
開催されました「地域で
考えるケアと治療～てんか
んは怖くない！（第2回）」
（同テーマは2015年に一
度行われ、6年振りです）。
　一言にてんかんといっても「けいれん」
「もうろう状態」「記憶の障害」など症状
は様々で、てんかんと似て異なる病状も沢
山あるのだそうです。
　そこで今回は、脳神経内科、小児科、脳
神経外科、メンタルヘルスクリニック、検
査、薬剤、心理、ソーシャルワーカーが集
結し、佐倉病院で行われているてんかんの
トータルなケアについて、それぞれの専門
的な立場からの講義が開かれました。
　吉田友英病院長の挨拶に続いて、日本て
んかん協会永島様にご挨拶を賜り、会がス
タートしました。最初に榊原から、てんか
ん一般の成り立ち・対処と治療についての
説明をいたしました。続いて小児科金村教
授から、最新の薬物治療について解説を

頂きました。続いて
長尾医師から脳外
科的アプローチに
ついて、続いて林
医師から精神科的
アプローチにつ
いて、分かり易いお
話を頂きました。これだけでも盛り
沢山の内容でしたが、続いて、高橋臨床検
査技師から脳波検査の上手な受け方につ
いて、鈴木精神保健福祉士から社会保障に
ついて、土井薬剤師からお薬の注意点につ
いて、最後に尾形臨床心理士から、てんか

んをもつ患者さんとご家族の心理について温かいお話がご
ざいました。

　当日のスライドとアンケートの集計結果は、佐倉病院脳
神経内科のホームページから見ることができます。今回の
WEB公開講座が、CableNet296テレビの取材を受けま
した！ 近日放映されるそうですので、そちらでもぜひご覧
くださいませ。

　「病理」って聞きなれない診療科ですが、ご存知で
しょうか？昔、医学部病理学教室（講座）で旅行に
行った際、旅館で「東邦大学医学部料理
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学教室ご一行
様」と書かれたこともありましたが、数年前に病理医
を主人公とした漫画「フラジャイル」がテレビドラマ
で放映されたり、女優の芦田愛菜さんが将来つきたい
職業に病理医をあげたことで、少しは認知されたかと
思います。
　患者さんの身体より採取された病変の組織や細胞から
ガラス標本（プレパラート）をつくり、顕微鏡で観察・
判断するのが病理診断で、医師免許が必要な“医行為”
です。適切な治療を行うためには正確な診断が必要です
が、多くの疾患で病理診断が最終診断となります。病変
の種類・進行度、手術の切除範囲評価、がんの場合には
悪性度や転移の有無、術前治療の評価なども加え、治療
方針の決定に役立つ情報が盛り込まれ、担当医に提供さ
れます。また、手術中の迅速診断は、組織診断、リンパ
転移の有無や切除断端の評価などがただちに執刀医に報
告され、手術の質向上のために重要です。また、個別化
医療の主体である分子標的治療におけるコンパニオン診
断にも取り組んでいます。

　病理専門医は全国的に非常に不足しておりますが、
当院では2名の常勤病理専門医・細胞診専門医および
数名の非常勤医が診断に従事し、10名の臨床検査技師
（うち細胞検査士7名）とともに病理診断全般（組織診
断・細胞診断・病理解剖）を行っています。診断に必要
な標本作製には臨床検査技師が携わりますが、専門的知
識に裏付けられた高度な技術が必要です。喀痰・尿など
や穿刺吸引・擦過材料を用いた細胞診断では、ガラス標
本上の無数の細胞から異常細胞を見つけ出すスクリーニ
ングを日本臨床細胞学会認定の細胞検査士が行います。
大変厳しい試験に合格して得られる資格で、診断は細胞
診専門医との協議によってなされます。
　病理診断部門の充
実度が病院・診療の
質を左右するといっ
ても過言ではありま
せん。日本医療機能
評価機構による5年
毎の審査では2回続
けてS（最高）評価
を受けています。

「病理診断」と診療の質
病理診断科・病院病理部　蛭田 啓之

こんにちは！がん放射線療法看護 認定看護師です
がん放射線療法看護　認定看護師　山中 靖子

　10月に入って大きな波は収まってきましたが、今後もリバウンドの繰
り返しや変異株の拡大は必至です。ワクチンが普及していますが、接種後
も対策は必要です。一方で通常の診療・治療も維持しなければなりません
ので、皆様のご協力が必要不可欠です。
◆ 院内すべての方にマスク着用
および手指消毒の徹底をお願
いしております。

◆ 随時体温測定などをおこな
い、体調の管理・感染予防
に努めております。

◆ 感染症対策のために入院患
者さんへの面会を制限して
おります。

　なお、当院ではしばらくの間、毎週月曜・木曜の午後に佐倉市内の
12歳～ 18歳の方や、佐倉市で妊娠届出をされた妊婦さんとその配偶者
（パートナー）を対象とした新型コロナワクチン接種を行っております。
詳細は当院もしくは佐倉市のホームぺージでご確認下さい。

　がんは日本人の2人に1人がかかる病気ですが、日々
医療技術は進歩しており、がんに立ち向かうための武器
とも言える治療方法も増えています。現在がんの治療
は、手術、抗がん薬、放射線療法、免疫療法が4本柱で
す。最近では遺伝子医療も加わりました。これらの治療
を単独で行うことは少なく、がんの特徴に合わせた治療
方法を組み合わせて行います。
　なかでも放射線療法は、臓器の形や働きを残すことに
大いに力を発揮する治療です。全身に放射線を当てる
のではなく、悪いところを狙い撃ちするため、基本的に
体への負担が少なく外来通院しながら治療が行える利点
もあります。そのため、仕事や育児、介護など生活の中
での役割を担いながら治療を続けている方も多くいらっ
しゃいます。
　しかしながら放射線療法の治療中には、抗がん薬も同
時に行うことやがんの症状、治療によって起こる症状
などにより通院が難しい場合もあります。そのような時
は入院での治療を行います。当院ではがん放射線療法看
護認定看護師が二人在籍しており、外来の放射線治療棟
に藤崎みず穂看護師、一般病棟に山中がおります。外来
通院をされている方、入院治療をされている方をそれぞ
れが担当し、放射線療法を受ける患者さんとご家族へ、
治療によって起こる症状の予防やその症状を軽くする

支援、精神的なサポートなどを行っています。通院から
入院、入院から通院へ移る場合も二人で連携し、外来と
入院それぞれの療養場所できめ細やかに支援させていた
だいています。
　がんと診断を受け、放射線療法などの治療を決意され
闘病されている最中には、様々なことがあり、心が倒れ
そうになることもあると思います。また「放射線」と聞
いただけで理屈ではわかっていても恐怖心が拭えないと
いうこともあります。そのようなお気持ちにもよりそい
ながら一緒に前に進み、お一人お一人の生き抜く力を支
えていきたいと思っております。

感染症対策・ワクチン接種への取り組み

　　　 7つの感染予防策（厚生労働省ホームページより） 　　　

以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせていただきます。

※ 平日同様に外来・手術等を
しております。

平日診療体制

祝　日

11月23日（火）
 1月10日（月）
 3月21日（月）

土　曜

11月 6日（土）
 1月29日（土）
 3月 5日（土）

2021・2022年診療体制変更（祝日・土曜）について

※ 救急のご依頼はお問い合わせ
ください。

休　診

佐倉病院公開講座のお知らせ
WEB開催

開催日時：2021年11月27日（土）午後2時～3時30分
ご視聴には事前登録が必要です。院内掲示や当院ホームページをご確認下さい。
事前登録用URL：https://bit.ly/2WFaRX7

認知症と共に歩む～予防と治療ケア
　新型コロナウイルス感染症
のため公開講座の院内開催は
中止しております。再開時に
はホームページなどでお知ら
せ致します。

佐倉病院WEB公開講座
「地域で考えるケアと治療～てんかんは怖くない!（第2回）」
脳神経内科　榊原 隆次

て
外
に

お
これだけでも盛り

WEB配信会場の様子（司会の榊原教授）

吉田病院長

日本てんかん協会 永島様

脳神経外科 長尾医師

メンタルヘルス 林医師

小児科 金村教授

高橋臨床検査技師 鈴木精神保健福祉士 尾形臨床心理士土井薬剤師

左：藤崎看護師　右：山中看護師

蛭田 啓之教授


